
　

今
年
2
月
、こ
よ
み
の
神

宮
館
が
待
望
の
行
事
絵
本
を

出
版
し
ま
す
。本
作
は
、も
の

し
り
お
じ
い
の
ポ
ン
ポ
と
、無

邪
気
な
ポ
コ
ポ
の
2
匹
が
春

夏
秋
冬
の
行
事
を
伝
え
る
シ

リ
ー
ズ
絵
本
。人
気
の
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー・か
な
ざ
わ
ま
こ

と
が
手
掛
け
ま
す
。 

　

第
1
弾『
ポ
ン
ポ
と
ポ
コ
ポ 

春
の
ぎ
ょ
う
じ
』は
、ひ
な
ま

つ
り
、お
花
見
、八
十
八
夜
、

端
午
の
節
句
な
ど
を
掲
載
。

行
事
に
関
連
す
る
食
事
、物

な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。 

　
今
後
も
、5
月
に
夏
、8
月
に

秋
、
10
月
に
冬
…
と
新
作
を
刊

行
予
定
で
す
。お
た
の
し
み
に
！ 

2021年・六白金星の年に
ちなんだ、美しい音色の
神宮館オリジナル鈴。 

2021年大開運 白金水琴鈴
3名様

今回のプレゼント

行事 ひな祭

きざし
木の芽起こし

料理
蛤のお吸い物

１
年
を
２４
等
分
し
た
二
十
四
節
気
（
立

春
、春
分
な
ど
）を
、そ
れ
ぞ
れ
３
つ
の

「
候
」に
区
切
っ
た
節
目
を
七
十
二
候
と

い
い
ま
す
。移
ろ
う
季
節
を
愛
で
る
日
本

人
の
豊
か
な
感
性
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

候

四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ
楽
し
む

雨
水

末
候

草
木
萌
動

そ
う
も
く
め
ば
え
い
ず
る

２
月
28
日
〜
３
月
４
日
頃

春が旬の蛤。対の殻以外は合わないため、夫婦
円満や良縁をもたらすといわれます。お吸い物や
酒蒸しで、家族の絆や新たな縁を願いましょう。

　
雪
か
ら
雨
に
変
わ
り
、
雪
解
け
水
が
大
地
を
潤
す
頃
。
昔
か
ら
雨

水
は
農
耕
を
始
め
る
目
安
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ぬ
る
い
雨
水
が
草
木

を
目
覚
め
さ
せ
、芽
生
え
の
兆
し
が
見
え
て
く
る
草
萌
え
の
季
節
で
す
。

　
「
萌
え
」
と
は
草
木
が
芽
を
出
す
こ
と
。
土
の
中
で
春
を
待
ち

わ
び
て
い
た
種
が
芽
吹
き
、
地
上
に
次
々
と
姿
を
現
し
ま
す
。

生
命
が
動
き
出
し
大
地
が
色
づ
く
、
そ
ん
な
光
景
に
春
の
訪
れ

を
実
感
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
時
期
に
降
る
雨
を
「
木
の
芽
起
こ
し
」
と
呼
び
、
つ
ぼ
み
が

ふ
く
ら
む
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
恵
み
の
雨
で
す
。

　
３
月
３
日
は
ひ
な
祭
。
女
の
子
の
健
康
と
健
や
か
な
成
長
を

願
い
ま
す
。
花
々
が
開
花
し
草
木
が
伸
び
ゆ
く
、
生
命
の
息
吹

を
感
じ
ら
れ
る
こ
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
お
祭
り
で
す
ね
。

待
ち
わ
び
た
春
の
訪
れ

　
次
々
と
顔
を
出
す
生
命
の
兆
し

開 運 ポイント

ク
イ
ズ

も
も
と
せ

※前回の答え
「おのころ島」

須
佐
之
男
命
を
御
祭
神
と

す
る
、日
御
碕
神
社
に
あ
る

宮
の
名
前
は
？

「お名前」「郵便番号」「住所」「電話番号」「生年月日」
「クイズの答え」「ご意見・ご感想」を必ず明記ください。

右のQRコードを読み込み、応募
フォームにアクセスしてください。

※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

〒110-0015  東京都台東区東上野1-1-4
株式会社神宮館　「ももとせクイズ」係
https://jingukan.co.jp/momotose-present/

応募方法

応募締切 2021年3月末日 

郵   

便
は
が
き

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

Q

野菜 菜の花

作：かなざわ まこと　定価：1,430円▲5月  端午の節句

▲3月  ひなまつり

神 宮 館
S E L E C T

新潟県出身、埼玉県在住。オリジナ
ルキャラクター「おひげのポン」で
人気を集める。2018 年～NHK
「きょうの料理」オープニングアニ
メーションのイラストとロゴデザイ
ンを担当。総合複合施設「マークイ
ズ福岡ももち」AI コンシェルジュ
キャラクター制作など。 

作 ： かなざわ まこと

行
事
を
楽
し
く
覚
え
る
♪ 

贈
り
物
に
も
！

No.50

春  

号

令
和
３
年
辛
丑

特
集

　

慶
事
の
お
祝
い
を
贈
る
際
に
添
え

る
熨
斗（
の
し
）。そ
ん
な
お
め
で
た
い

熨
斗
を
帯
状
に
何
本
も
束
ね
た「
束

ね
熨
斗
」は
古
典
柄
の
代
表
格
で
、縁

起
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
絵
柄
が
き
ら
び
や
か

に
た
な
び
く
様
子
は
ま
る
で
祝
福
の

喝
采
が
降
り
注
ぐ
か
の
よ
う
。幸
せ

が
ど
こ
ま
で
も
長
く
続
き
ま
す
よ
う

に…

お
め
で
た
い
出
来
事
を
通
じ
て

つ
な
が
る
人
々
の
願
い
や
き
ず
な
が

感
じ
ら
れ
、見
る
人
を
晴
れ
や
か
な

気
持
ち
に
導
き
ま
す
。

束
ね
熨
斗
文
様
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日
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「
日
の
出
る
所
伊
勢
国
五
十
鈴
川
の
川
上

に
伊
勢
大
神
宮
を
鎮
め
祀
り
日
の
本
の
昼
を

守
り
、
出
雲
国
日
御
碕
清
江
の
浜
に
日
沉

宮
を
建
て
日
御
碕
大
神
宮
と
称
し
て
日
の
本

の
夜
を
護
ら
ん
」
と
、
古
く
か
ら
夕
日
の
名

所
と
し
て
知
ら
れ
る
出
雲
市
日
御
碕
に
あ
る

日
御
碕
（
ひ
の
み
さ
き
）
神
社
は
、
天
照
大

し
て
同
じ
デ
ザ

イ
ン
は
な
く
、

動
物
や
植
物

な
ど
を
色
鮮

や
か
に
表
現
し

て
い
る
蟇
股

（
か
え
る
ま
た
）

の
彫
刻
と
合
わ

せ
て
、
き
ら
び

や
か
な
装
飾
が

特
徴
の
桃
山
時

代
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。 

　
こ
こ
出
雲
に
は
神
話
に
ま

つ
わ
る
場
所
が
数
多
く
あ
る

が
、
日
御
碕
神
社
か
ら
車
で

45
分
ほ
ど
南
に
下
っ
た
地
に

あ
る
須
佐
神
社
に
も
訪
れ
て

み
た
。
須
佐
之
男
命
を
御

祭
神
と
し
、
須
佐
之
男
命
と

櫛
名
田
比
売
の
子
孫
と
伝
え

ら
れ
る
須
佐
家
が
代
々
仕
え

て
い
る
。
須
佐
之
男
命
の
質

実
剛
健
さ
が
表
現
さ
れ
て
い

る
の
か
、
朱
色
に
彩
ら
れ
た
日
御
碕
神
社
と

は
が
ら
り
と
雰
囲
気
が
変
わ
る
。
本
殿
後
ろ

に
あ
る
樹
齢
１
３
０
０
年
の
大
杉
が
凛
と
そ

び
え
立
ち
、
神
聖
な
空
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。 

　

出
雲
に
は
神
話
の
主
人
公
の
一
人
で
も
あ

る
須
佐
之
男
命
に
ゆ
か
り
が
あ
る
場
所
が
多

い
。
ま
た
別
の
物
語
を
知
る
た
め
に
再
び
訪

れ
よ
う
と
心
に
誓
い
、
出
雲
を
後
に
し
た
。 

御
神
を
御
祭
神
と
す
る

「
日
沉
宮
（
ひ
し
ず
み
の

み
や
）」
と
須
佐
之
男
命

を
御
祭
神
と
す
る
「
神
の

宮
」
か
ら
な
る
。
朱
色
の

社
殿
は
一
際
目
立
ち
、
夕

景
は
朱
色
が
さ
ら
に
赤
く

輝
い
て
、
神
々
し
さ
が
増

す
。
こ
の
社
殿
を
建
て
た

当
時
の
人
々
の
美
的
感
覚

の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
で

き
る
だ
ろ
う
。 

　
日
御
碕
神
社
の
見
所
は
、
日
沉
宮
の
妻
飾

り
だ
。
正
面
か
ら
右
へ
回
り
込
ん
だ
高
台
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
中
央
に
太

陽
、
右
に
月
、
左
に
星
の
形
を
し
た
鮮
や
か

な
彫
刻
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
天
照
大
御
神
、

月
読
命
（
つ
く
よ
み
の
み
こ
と
）、
須
佐
之

男
命
の
三
姉
弟
を
表
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
と

日
御
碕
神
社
と

　
　
　 

須
佐
神
社 

▲妻飾り

▲蟇股の彫刻

▲神の宮

▲日御碕神社遠景

●日御碕神社 （ひのみさきじんじゃ） 
　 出雲市大社町日御碕455
●須佐神社 （すさじんじゃ） 
　 出雲市佐田町須佐730

DATA

▲日沉宮

▲須佐神社

日御碕神社

最中「雲太」 
神様だるま
「須佐之男命」 
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ヤ マ タ ノオロ チ伝 説とは

今回の旅で 購入したお土産

出雲  おすすめスポ ット

天照大御神（あまてらすおおみかみ）との不和により、高天原（たかまがはら）を追
放された須佐之男命（すさのおのみこと）は、出雲の国に降りたち、泣いている老
夫婦神と娘である櫛名田比売（くしなだひめ）と出会う。ヤマタノオロチが毎年娘た
ちを食らってしまい、最後に残った娘も食われることを嘆いていたのだ。そこで須佐
之男命は、ヤマタノオロチに樽に入った酒を飲ませて酔わせ、眠っているところを退
治した。倒れたヤマタノオロチの尾を切ると見事な大刀が出てくるが、それが現在で
も今上天皇が持つ三種の神器の一つ「天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）」だ。 

国譲りの話し合いの地とされ、
現在も旧暦の10月10日に「神
迎神事」が執り行われ、全国八
百万の神々を迎えている。 

稲
佐
の
浜 

出
雲
日
御
碕
灯
台 

表
参
道
「
神
門
通
り
」 

日
が
沈
む
聖
地

石積みの灯台としては日本一の
高さを誇り、日本海を一望できる。
夕暮れ時の景色もまた格別で、天
気が良ければ水平線に溶けるよ
うに落ちてゆく太陽が見られる。 

日御碕神社

出雲日御碕灯台

出雲大社

表参道
「神門通り」 

稲佐の浜

須佐神社

出雲大社の大鳥居へと続く松並
木の参道には、名物の出雲そばや
出雲ぜんざいはもちろん、縁結び
にちなんだお土産、古民家を改装
したカフェなど、思わず立ち寄り
たくなるお店がたくさん。 出雲そば 出雲ぜんざい 

おふく焼き 

出雲かみしお 

海老せんべい 

島根県東部に位置する出雲市。山陰地方
では松江市・鳥取市に次ぐ3番目の人口を
抱える。縁結びの神様を祀る出雲大社をは
じめ「神話の国」として全国に知られてい
る。街の中心は出雲市駅周辺となるが、観
光客が賑わうのは出雲大社のある大社エ
リア。移動を考えた場合は車で訪れるのが
便利だが、松江と出雲大社を約1時間で結
ぶ山陰唯一のローカル私鉄「一畑電車」で
のんびり電車旅も楽しめる。 

 Izumo

出雲大社境内から心御柱
が出土したのを記念して謹
製された粒餡入りの最中。 
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